
 

 
 

 
報道機関各位          2025年 6月 4日 

     けいはんな万博 2025運営協議会  
 

６月 13日（金）～6月 15日（日） 
けいはんな万博 2025・ウェルビーイングフェスティバル開催について 
光る植物・美蓄食など最新技術の展示、千玄室大宗匠講演ほか多数 

 
 けいはんな万博 2025運営協議会は、けいはんな万博 2025ウェルビーイングフェステ
ィバル「未来社会への貢献～ウェルビーイングの未来～」を健康、食、環境・エネルギ
ー、こころの４つをテーマに、6月 13日（金）～15日（日）の３日間、けいはんなプラ
ザにおいて展示や講演会などを開催します。 
 健康のテーマでは足裏ＡＩ健康チェックや第３の聴覚「軟骨伝導」、がん治療を変える最
先端レーザー技術などを、環境・エネルギーでは照明に代わる光る植物や CO2を回収する
最先端技術などを展示と講演で紹介。食のテーマでは健康系クラフトビールや未利用資源
を活用したお酒、食の未来を豊かにする「美蓄食」などの展示や試飲など、けいはんなの
最先端技術を体験することができます。 
 
 6月 14日（土）には MBT（医療を基礎とする
まちづくり）難病克服キャンペーンの一環として
毎年行われている「MBTみんなで守るいのちの映
画祭」入賞作品の上映と合わせ、元関西テレビア
ナウンサー 山本浩之氏や薬師寺長老 山田法胤師
が登壇するトークセッションや、健康寿命伸長へ
の提案として専門家による講演会を開催します。 
 6月 15日（日）には裏千家前家元 千玄室大宗
匠をお招きし「Well-Beingで前進」をテーマに講演頂くほか、記念茶会も開催します。 
 
■けいはんな万博 2025 ウェルビーイングフェスティバル 
[開催日] 6/13（金）～6/15（日）、各日 10:00〜17:00 
[会 場] けいはんなプラザ（京都府相楽郡精華町光台１－７） 
[料 金] 講演・展示等は全て参加無料（ロボカフェ、茶会は有料） 

 ※主なイベントは次項を参照 
【撮影について】 
① 各講演を撮影される場合は必ず腕章をご着用ください 
② 6/15（日）裏千家前家元 千玄室大宗匠の講演「Well-Being で前進」 は報道機関のみ撮影
が許可されています。また動画については講演内容を記録する撮影や録画録音は不可としておりま
す。詳しくはお問合せ下さい。 

【10 時同時配布】学研都市記者クラブ、京都府政記者室、京都経済記者クラブ、 
京大記者クラブ、大阪経済記者クラブ、大阪科学・大学記者クラブ、奈良県政経済記者クラブ 

 

光る植物 



 

けいはんな万博 2025 ウェルビーイングフェスティバルの主なイベント 
 
[展示・体験] 
日時︓ 6/13（金）、14（土） 10:00～17:00 
場所︓ けいはんなプラザ１階 イベントホール、インフォメーションセンター、２階ギャラリー 
展示内容︓ ①健やかに生きる未来、 ②食の未来を考える、 ③未来の環境・エネルギーを考える 

の３テーマで計 27 ブースの展示 
 
「meta CHA」（メタバース茶会）＆ロボカフェ ※5/31（土）～6/22（日）までの土日開催 
日時︓ 6/13（金）～15（日）10:00～17:00  
場所︓ けいはんなプラザアトリウム 

 
[講演・映画祭] 
・フードテックで食の未来を豊かに︕、 二酸化炭素の回収・有効活用・貯留など（6/13） 
・オートファジーによる健康長寿、XR リハビリテーションの可能性、自発光植物など（6/14） 
日時︓ 6/13（金）、14（土） 10:00～17:00 
場所︓ けいはんなプラザ３階 ナイル 
 

・健康寿命伸長への提案～ウェルビーイングと「意識」の関係性～（6/14） 
日時︓ 6/14（土） 14:00～16:00 
場所︓ けいはんなプラザ５階 黄河 
 

・難病克服支援MBTみんなで守るいのちの映画祭 
日時︓ 6/14（土） 12:50～13:50、14:00～16:00 
場所︓ けいはんなプラザメインホール 
12︓50～︓オープニング トークセッション 「みんなで守るいのち」  

[登壇] 元関西テレビアナウンサー山本浩之氏、 奈良県立医科大学理事長・学長 細井裕司氏、 
薬師寺長老 山田法胤師、 木津川市長 谷口雄一氏 

14︓00～︓映画上映︓相馬雄太監督「宇宙人がやってきた」他４本 
 

・裏千家前家元 千 玄室大宗匠講演「Well-Beingで前進」 
日時︓ 6/15（日） 10:00～11:00 
場所︓ けいはんなプラザメインホール 

※講演後、１階ホワイエにて「けいはんな万博 2025記念茶会」開催 

 

  

■本件に関するお問合せ先■ 
けいはんな万博 2025運営協議会事務局 https://keihannaexpo.org/ 
（公財）関西文化学術研究都市推進機構 広報戦略室 笠原・佐竹 
〒619-0237 京都府相楽郡精華町光台 1丁目 7 けいはんなプラザ・ラボ棟 3F 
TEL:0774-98-2245 ／ FAX:0774-95-5104 ／ E-mail：syuzai@kri.or.jp 

mailto:syuzai@kri.or.jp


 

【ウェルビーイングフェスティバル取材申込書】 
 

会期：2025年 6月 13日（金）～15日（日）10時～17時 

※取材申込〆切：各前日 17：00〆切 
 
下記申込フォーム（QRコード）、E-mail、FAXにてお申込みください。 
・申込フォーム https://www.kri.or.jp/contact/613-15_well-being.html 
 
 

【FAX申込用紙】送信先：０７７４－９５－５１０４ 

取材項目 
 

□には✓ 
（ ）内は○ 

□ 6/13（ 午前 ・ 午後 ） □展示  □講演  □metaCHA    

□ 6/14（ 午前 ・ 午後 ） □展示  □講演  □metaCHA  

□ 6/15（ 午前 ・ 午後 ） □展示  □講演  □metaCHA  

所属(社名)  

取材者氏名  

連絡先(携帯)  

メールアドレス  

カメラ機材 スチール  ・  ムービー  ／  なし 

カメラクルー 人数：       人 

駐車場利用 
あり ・ なし   ／  台数    台 
 
※けいはんなプラザ 北側駐車場をご利用下さい。 

※いただいた情報は、本取材対応のためのみに利用いたします。 
（公財）関西文化学術研究都市推進機構 広報戦略室 

 

https://www.kri.or.jp/contact/613-15_well-being.html






フードテックで
食の未来を豊かに！
フードテックで
食の未来を豊かに！
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開催挨拶
国内の先進的なフードテックの取組紹介
 農林水産省、農林水産省フードテック官民協議会参画企業が、国内の先進的な 
 フードテックの取組を紹介します。
休憩
けいはんな学研都市のフードテックの取組紹介
 京都府では、「京都フードテック基本構想」を 2023 年に策定。けいはんな学研都市では、
 「学研フードテック共創プラットフォーム」を形成し、発酵や和食等について産学官連携の取組を 
 展開中で、その成果を報告します。
休憩
日本と欧州３か国のグローバルなフードテックセッション

ATR が構築中の 1,250 を超える国内外 45 ヵ国のイノベーション機関、大学、スタートアップ等から
構成される広範かつ強固な連携ネットワークを活用したグローバルなフードテックセッションを開催
します。このセッションを契機に、けいはんな学研都市におけるフードテック活動の国際化や、ポス
ト EXPO シティとしてのけいはんな学研都市におけるフードテック活動へと具体化していきます。

昨今、食べ物をめぐって、私達の日常生活は世界や社会の動きに大きく
影響を受けています。「食」×「先進テクノロジー」である「フードテック」に
よる課題解決が求められており、けいはんな学研都市では、「学研フード
テック共創プラットフォーム」を形成して、産学官が連携して様々な共同
の取組を行っています。
この度、「フードテックで食の未来を豊かに！」をテーマに、けいはんな万
博で取組の成果を展示し、国内外のフードテックの取組を紹介する講演
会を開催しますので、多くの方のご参加をお待ちしております。

プログラム

6/１０（火）締切

けいはんなプラザ3Ｆ会議室 ナイル1

リアル開催　定員100名

2
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日月6 13
https://www.kri.or.jp/contact/613.html13:30　17:00

参加費無料

金

講 演 会

事前申込優先制

食×先進テクノロジ
ー

学研フードテック共創プラットフォーム企画学研フードテック共創プラットフォーム企画

問い合わせ　　

学研フードテック共創プラットフォーム事務局

foodtech-jm@kri.or.jp

主催

事務局　（公財）関西文化学術研究都市推進機構　
　　　　学研フードテック共創プラットフォーム
　　　　https://keihanna-inv-hub.jp/foodtech/

学研フードテック共創プラットフォーム 農林水産省フードテック官民協議会共催
入会無料、月に１回程度グループメールで各種情報を
配信。詳細はWebサイトにて。入会者歓迎です！

会員は、食品企業やスタートアップ企業、研究機関、
行政機関等、フードテック官民協議会の目的に賛
同する個人で構成されています。入会無料。
https://food-tech.maff.go.jp/

https://keihannaexpo.org/Well-Being Festival



展 示 ブ ー ス
学研フードテック共創プラットフォーム学研フードテック共創プラットフォーム

フードテック（食×先進テクノロジー）に係る情報や製品等を紹介しますフードテック（食×先進テクノロジー）に係る情報や製品等を紹介します食の未来を考える食の未来を考える

けいはんなプラザ1Ｆ　イベントホール

AIによる
レシピ提案を
体験できます
みらるるオリジナルグッズ

プレゼント

日月6 13 金 日14 土

10:00　17:00
申込不要

奈良先端大（NAIST）酵母で醸造した
健康系クラフトビールの紹介

奈良先端科学技術大学院大学 
 研究推進機構 発酵科学研究室
テンフィールズファクトリー株式会社 

◀ NAIST酵母の
　　顕微鏡写真

◀ 大阪・関西万博展示品
　　　　　　　を再現！

奈良先端科学技術大学院大学 
研究推進機構 発酵科学研究室
サラヤ株式会社
丹後フーズ株式会社

立命館大学
　　食マネジメント学部
京都料理芽生会

京都府立大学／黄桜株式会社
宝酒造株式会社／株式会社Mizkan
摂南大学／インジェンタ株式会社
京都府農林水産技術センター 酵母の有用機能を活用した

代替プロテイン（イーストミート）の紹介

新規発酵製品開発及び発酵産物由来
　　　　未利用資源の利活用グループの取組

食の未来を豊かにする「美蓄食」

農林水産省／株式会社ウェルナス（ヘルス・フードテックWT代表）

農林水産省と
　　　　　フードテック官民協議会の取組を紹介

講
演
紹
介

農林水産省・農林水産省フードテック官民協議会参画企業

京都府・けいはんな学研都市

日本と欧州３か国のグローバルなフードテックセッション

国内におけるフードテックをめぐる状況
健康実現のための未来食を実現する ―ヘルスフードテックワーキング―
食のパーソナライズ技術による実効的なヘルスケアとサービス展開
採血のいらない血糖値センサーの開発とその事業化
個人最適から社会最適へ ～購買履歴がつなぐ個人と社会のウェルビーイング～
農研機構におけるおいしくて健康によい食品の創出に向けた取組

■
■
■
■
■
■

グローバルネットワークのフードテック分野への展開
　　　株式会社国際電気通信基礎技術研究所（ATR）代表取締役副社長　鈴木 博之 氏　
プラントベースフード、食品安全性、持続可能な食の新たな拠点形成及びライフサイエンスを
基盤とした食料システムの変革等、それぞれの国に特色のあるフードテック活動に
ついて講演やピッチを開催。日本、リトアニア、オーストリア、フランスの中核連携機関と
連携して選出された各国の政府系機関、企業、スタートアップ等が登壇。

■

■

発酵グループの取組
　　　　 酵母の育種技術を活用した発酵・醸造のイノベーション
　　　　　　　奈良先端科学技術大学院大学 発酵科学研究室　特任教授　高木 博史
　　　　 発酵食品の未利用資源の利活用を考えよう！
　　　　　　　京都府立大学・副学長／教授　増村 威宏
和食グループの取組
　　　　 「美蓄食」による豊かな食の未来
　　　　　　 　立命館大学食マネジメント学部教授・和食文化学会会長　南 直人

■

■

■

同日 11:00 ～ 11:50
ナイル 2 でも講演開催！

是非、詳細を
WEBサイトで
ご覧ください！

植物性出汁の
試飲できます

試飲
あり

試飲
あり









 14:10

『本当の健康に向かうために』
 意識の重要性とエネルギー医学の最近の動向  

パネルディスカッション　  
『ウェルビーイングと「意識」の関係性』

概要
日程

場所

主催

2025年６月１４日（土）

けいはんなプラザ５F 中会議室「黄河」 
京都府相楽郡精華町光台１丁目７

けいはんな万博2025運営協議会
共催：国際高等研究所 

14:35

基調講演Ⅰ　 

基調講演Ⅱ　 

『がんに関わってわかったこと』

『内在する治癒力の驚くべき働き』

主体的な意識と自己治癒力を最大限に引き出す医療の実際

現代における「自然」と人の関わりを問い直す

亀井 士門 氏　亀井 士門 氏　

講 師 紹 介講 師 紹 介

―ウェルビーイングと「意識」の関係性― 

 東洋医学博士 
 ジュジュベハワイクリニック 院長 
 アメリカアーシング研究所諮問委員

 Lotus Medicine health
　　　　　　　&beauty clinic 医師 
 元寺町スキンクリニック 理事長 

当方では、「これまでの食と考え方
(意識)によって現在のそのかたが
出来上がっている。」という考えに
基づいて診療を行っており、この
ため、ご病氣や症状でお困りのか
たは、この二つを見直して変えて
いくことが不可欠だと考えていま
す。
現在は、周波数治療による身体の
ケア、タイムウェーバーという波
動分析器を用いた意識の分析など
を採用しており、健康に向けての
エネルギー医学の活用と意識の大
切さを交えてお話ししたいと思い
ます。  

 ハワイで長年がんや糖尿病などの慢
性病や多くの難病と痛みの治療と予防
を、アーシング、デトックス、また体
の動かし方を含む生活習慣医学、
及び腸内造血理論に基づく和合医療か
らなる「アロハ医学」で効果的に行っ
てきた経験から、内在する治癒力を引
き出す原理についてお話しいたしま
す。
この原理に基づく「意識」と、現代失
われた人と自然との関わりの修復によ
って、私たちは精神と肉体の双方から
活性化することについて皆さまと共に
考え、健康寿命の伸長を目指していけ
ればと思います。  

幸島 究 氏幸島 究 氏

『内在する治癒力の驚くべき働き』  『本当の健康に向かうために』

京都大学医学部卒業　医学博士 
ハズしまぶくろクリニック院長

癌という疾患を 40年間近で見（診）
てきました。これまで学生時代、医
師になりたての頃に教わってきたこ
と（ステージ１は殆ど治り、ステー
ジ４は殆ど治らない）とは全く違う
結果に幾度となく遭遇し、なぜそう
なるのかを長く考え続けてきまし
た。
今回、長考の末たどり着いた、私の
気づき、考えを実際の症例を見てい
ただく形で説明していこうと思いま
す。  

京都大学名誉教授
京都光華女子大学学長・短期大学部学長
国際高等研究所チーフリサーチフェロー

けいはんなプラザ

伸長への提案伸長への提案健 康 寿 命

 『がんに関わってわかったこと』

島袋 隆 氏　島袋 隆 氏　

けいはんな万博2025イベント

土６.14６.14
14:00〜16:00

参加無料

15:00 基調講演Ⅲ　 

15:30

プログラム

 人生100年時代、健康で幸せに生きるには何が必要でしょうか？ 
 意識と健康、そして幸福とのつながりに注目し、人生をより豊かにするヒントを探ります。 
 専門家による講演と対話を通して、豊かな長寿社会を共に考えましょう。 

健康寿命を延ばし、幸せな人生100年時代へ

高見 茂高見 茂

日本は長寿国でありながら、健康寿命
は平均寿命より10年も短いという課
題を抱えています。
人生100年時代を健康で幸せに生きる
ためには、「意識と健康・幸福の関係
性」を見直し、自分の内なる力に気づ
くことが大切です。
基調講演では、島袋隆氏、亀井士門
氏、幸島究氏が最新の臨床知見を紹
介。さらにパネルディスカッション
で、健康長寿の新たな方向性を皆様と
共に考えます。

14:00〜16:00（開場 13:０0）

「ウェルビーイングと「意識」の
関係性」

島袋 隆 氏

亀井 士門 氏 

幸島 究 氏 

高見 茂 

コーディネーターコーディネーター

参加費

14:00 開会挨拶

お申し込み
参加のお申し込みは
国際高等研究所

WEBサイトで
受付ております。Í0774-73-4000

※お問合せはこちらまで※
公益財団法人国際高等研究所 

無料

※定員に達し次第、
   受付を終了します

定員 100名程度（定員に達し次第、受付を終了する場合があります。）
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